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別 紙 ２

審査の結果の要旨

論文提出者氏名 樫永真佐夫

樫永真佐夫氏の博士学位申請論文「黒タイの系譜認識と祖先祭祀――家霊簿資料を例と

して」は、ベトナム西北地方に居住する黒タイ族についての詳細な民族誌的研究である。

この集団についての人類学的・民族誌的研究は、第二次大戦前のフランス植民地時代にい

くつかの前例があるものの、その後長い間空白となっていた。本論文はその空白を埋める

貴重な労作である。黒タイは言語系統上広義のタイ系民族の内に数えられるが、自分たち

は父系の親族体系を持つと観念し祖先祭祀中心の信仰体系を持つなど、中華文明的な特徴

も示す。このことはすでに知られていたものの親族組織や祭祀の実態は明白になっていな

かった。本論文は長期のフィールドワークに基づいて実態を明らかにし、一方の中華文明

圏、他方の双系的とか 「ゆるやかな構造」とか言われる東南アジア圏との接点に位置す、

る民族の社会・文化における移行域的様相を示したものである。全体は５章からなり補遺

として179ページに及ぶ詳細な資料が付されている。

最初の序章では、筆者が「家霊簿」と訳する個別家族の祖先の名を列記した文書に着目

してベトナム西北部の黒タイ族を研究することの意味が説かれ、また村落生活のありさま

と民族間関係が論じられる。家霊簿の朗誦は家族の祖先祭祀の時に不可欠である。筆者は

人類学における親族研究の歴史、東南アジア大陸部における人類学的親族研究の流れ、さ

らに中・韓など東北アジア地域における父系親族集団研究といわゆる族譜研究を、相互に

結びつけながら振り返り、家霊簿に着目したこの研究がこれらをつなぎ合わせ、研究の新

しい展望を開くことを明らかにしている。筆者が調査収集した家霊簿は古クメール系の黒

タイ固有文字で書かれた手書きの文書であり、これを黒タイ出身の碩学を師として読み解

き、原文、筆者が作成した黒タイ文字フォントによる写本、日本語訳と詳細な校注を補遺

として提示しているのは、本論文のもうひとつのきわめてオリジナルで価値の高い貢献で

ある。

第２章「黒タイの文字文化における家霊簿」は、黒タイにおける文字と文書の社会学と

いうべき章である。他のタイ語系諸民族と同様に、黒タイは文字と文書を有しているが、

東北アジアと比するならばオーラルな性格が強い。そうした社会における文字と文書がい

かなるものであり、どのようなタイプの文書と書記媒体があり、どのように扱われ用いら
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れるかが、識字率や文書と読み書き能力との継承の問題も合わせ詳述されている。地域や

時代を問わずオーラルなコミュニケーションと文字文化との関係一般を考察する研究者に

とって、本章は興味深く詳細な事例を提供する。

第３章「黒タイ家霊簿の形式と内容に関する分析」では、筆者が ヵ村から収集した10

各家族の家霊簿について、相互間の異同も明らかにしながら詳細に論じられ、その上に立

って黒タイの父系理念がどのように村落生活の中で認識されているかが明らかにされる。

従来のフランス人やベトナム人による研究が、黒タイの親族組織を父系の同姓集団ないし

クランと特徴づけていたのに対し、筆者は黒タイの家霊簿にはひとつの同姓集合全体が父

系的な系譜関係に基づくひとつの血縁集団であることを示す意志がないという、重要な指

摘を行う。姓の継承、相続、日常の家族・親族関係と行動、さらには嫁を与える一族と嫁

を受け取る一族との特別な関係など、筆者は現地調査に基づく広いデータを活用し、中華

文明圏と東南アジア圏との狭間に位置する黒タイにおける父系観念の性質を的確に解明す

ることに成功している。

第４章「家霊簿の読者と読書」は、家霊簿の用途、誰にどのように読まれるのかを論じ

ている。家霊祭の時には家族の長たる男子によって家霊簿が読まれるのだが、それは儀礼

過程の一部であり、音読し参加者の皆がそれを聞くという共同行為である。そこには識字

能力の問題があり、家霊簿の保持・使用は村落社会内の上層に偏る。さらに地域的政体の

かつての首領家族の家霊祭は、その政体全体の祭祀でもあったことが語るように、家霊簿

の作成、保持、使用は政治的行為であった。また筆者は、近年のベトナムにおける市場経

済化の波の中で、新たに家霊簿が作成されたり、祭壇、墓その他の祖先を記憶するものが

数を増している状況も明らかにしている。文字文化論から政治・経済にまでいたる興味深

い論述である。

第５章「終章」は全体のまとめであり、家霊簿が個人の姓名の列挙であって儀礼の場の

行動の道具であり、一族の淵源や祖先の名誉の文字記録ではない点を再確認する。そこか

ら、一見中華文明周辺域における漢族的族譜の模倣のように見える黒タイの家霊簿が、タ

イ系諸言語を話す東南アジア大陸部諸民族の個人中心的で双系的な特徴と結びついている

ことを述べる。

本論文は家霊簿という黒タイ独特の文字資料の緻密な研究であるが、それを柱としつつ

黒タイの家族、親族、信仰、村落生活などのデータが豊富に紡ぎ出されたユニークな民族

誌である。筆者は現地におけるフィールドワークと土地に残る文字資料の徹底的な読みに

より、東アジア、東南アジアにおける民族誌的研究に新たな提起を行った。先行研究の量

との関係で、中国、韓国との比較が充実しているのに対し、東南アジアにおける家族や系

譜、祖先観の諸事例との比較分析はまだ出発点にとどまっているが、すでにその方向はは

っきり示しており、今後の研究の発展が期待される。 以上により、本論文提出者は文化

人類学の研究に対して重要な貢献をなしたと評価される。したがって本審査委員会は博士

（学術）の学位を授与するにふさわしいものと認定する。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


